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一般的に、もちろん、「ミドルクラス」と呼ばれることは混乱をまねきますよね。あたりま

えのことですが、常にたくさんの人たちがミドルクラスにはいあがったり、ミドルクラス

から落ちたりしているので、誰がいつミドルクラスなのかという正確で厳密な定義はでき

ません。 

 

経済的にいえば、だれでも自分で価値を生み出すか、他人の生み出した価値で生きている

か、時には同時に両方していることもあります。貧乏な農家でもそうかもしれません。重

要なことは階級制度や人がどのクラスに属するかはっきりさせることではなく、階級制度

を終わらせることです。このめちゃくちゃな状態から人を解放させて、人間性に満ちあふ

れた社会、だれでもが働く社会、創造する社会、管理する社会、そして自分の仕事で生計

をたてる社会を作ることが重要です。 

 

私の考えでは、どの階級のラベルが自分にぴったりかを探すのはあまり重要とは思いませ

ん。自分の様々な要素にいろんなラベルを貼れますが、すべてがぴったり合ったとしても、

どのラベルも別に重要ではありません。 

 

大切なのは世界を変えること、そのためのとりくみを進めることです。この観点からいえ

ば、価値のある理念はワーキングクラスの理念しかありません。その他の階級の人もワー

キングクラスのアライ、場合によってはワーキングクラスのリーダーにもなれます。どの

人でも自分の階級内の立場を超えることができます。 
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